
　　　　

R8 年 2 月 20 日

9 時 30 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語

コミュニケーション

人間関係

社会性

主な行事等

お誕生会　買い物学習　製作　消防署・防災センター見学　夏祭りイベント　ハロウィンイベント　クリスマスイベント　畑体験（ジャガイモ植え掘り・スイカの収穫・芋植え掘り）

戸外活動（渦の道・ひょうたん島クルーズ）　防災訓練　清掃活動　ボーリング大会　など

（別添資料１）

家族支援

定期的に連絡を取り、子どもの様子を共有することで不安の軽減に努めていま

す。 移行支援

利用者の通う保育園・幼稚園・学校との連携を図るため定期的に連絡を

取るようにしています。また、送迎時に様子を伝えコミュニケーション

を取るように努めています。

地域支援・地域連携

近所にある神社を戸外活動や避難訓練で使わせていただいているので、草抜き

や奉仕作業を行っています。 職員の質の向上

施設内研修や施設外での研修に積極的に参加できる環境をつくり、学ぶ

場を提供しています。また、学びを共有し向上を促しています。

支　援　内　容

調理体験・清掃活動・身だしなみ・買い物・外出行事等を通してライフスキルの定着を図ります。

運動療育プログラムに沿って様々な活動を取り組んでいます。

本

人

支

援

タイムスケジュール通りに行動できるようにします。職員の指示を理解できて正しくまたはすぐに行動ができるようにします。その場にあった行動ができ、ルールを守って行動できるよ

うにします。視覚・聴覚・感覚を十分に活用して必要な情報を収集して認知機能の発達を促す。必要なメッセージを選択して行動できるようにつなげていきます。こだわりに対する支援

をします。

集団での取り組み・教材やゲームを通して友だちとの関わり方を学んでいます。

集団での取り組み・教材やゲームを通して社会性を身につけるためのトレーニングを行います。

支援方針

❝褒めて育てる❞が職員同士の合言葉。子ども達一人ひとりの見え方を想像し認め合う社会を経験させます。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
こころとからだに働きかける多彩なソーシャルスキルトレーニングで子ども達の得意を伸ばします。

個々のペースで楽しめるプログラムにより関わる人すべてが安心できる放課後づくりをします。

事業所名 こどもサポート教室こくふ 作成日支援プログラム（参考様式）


